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　７月21日、曽根公民館でラジオ体操会が開催されました。
この催しは、地域の人々が主体となって毎年夏休み初日に
行われているもので、この日は関係者約60人が参加し、ラ
ジオ体操を行いました。
　ラジオ体操後は、子どもたちと地域の人々が館内でニュー
スポーツ（ダーツ、輪投げなど）や『えびやの甚九』の音
頭に合わせて竹太鼓・小太鼓・踊りなどの練習を行い、気
持ちの良い汗を流しました。

夏休みも早寝早起き！

未来をひらき　人もまちも　いきいき輝く　平生

■防災・減災への取り組みを！（Ｐ２～３）
■「2010年山口県総合防災訓練 in 平生」（Ｐ４）
■第１回平生町総合計画審議会を開催（Ｐ５）
■町長室の窓（Ｐ９）
■まちの話題（Ｐ10～11）
■情報伝言板（Ｐ16～17）

主な内容
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災
害
発
生
時
の
対
応
に
は
、
町

を
は
じ
め
と
す
る
行
政
機
関
が
行

う
「
公
助
」
が
あ
り
ま
す
が
、
大

規
模
な
災
害
の
場
合
「
公
助
」
が

行
き
届
か
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。自
分
の
身
は
自
分
で
守
る「
自

助
」、
地
域
や
身
近
に
い
る
人
同

士
が
助
け
合
う
「
共
助
」
こ
そ
が
、

災
害
に
よ
る
被
害
を
少
な
く
す
る

た
め
の
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
周
り
の
人
を
助
け
る

に
は
、
ま
ず
自
分
自
身
が
無
事
で

  

自
分
で
行
う
災
害
へ
の
備
え防

止
フ
ィ
ル
ム
な
ど
を
窓
ガ
ラ

ス
に
は
っ
た
り
、
万
一
の
飛
来

物
の
飛
び
込
み
に
備
え
て
カ
ー

テ
ン
や
ブ
ラ
イ
ン
ド
を
閉
め
て

お
く
。

○
水
の
確
保　
断
水
に
備
え
て
飲

料
水
を
確
保
す
る
ほ
か
、
浴
槽

に
水
を
張
る
な
ど
し
て
生
活
用

水
を
確
保
す
る
。

  

避
難
場
所
の
確
認
な
ど

　
大
雨
が
降
る
前
、
暴
風
が
吹
く

前
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
学
校
や
公
民
館
な
ど
、
避
難
場

所
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
場

所
へ
の
避
難
経
路
を
確
認
し
て

お
く
。 

○
普
段
か
ら
家
族
で
避
難
場
所
や

連
絡
方
法
な
ど
を
話
し
合
っ
て

お
く
。 

■
災
害
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム

　
町
内
の
災
害
情
報
や
避
難
所

情
報
な
ど
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
て
提
供
す
る
シ
ス

テ
ム
で
す
。

http://w
w
w
.yhk-joho.jp/

■
平
生
町
防
災
マ
ッ
プ

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
、
町

内
の
避
難
場
所
な
ど
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

http://w
w
w
.tow

n.hirao.
lg.jp/hom

e/htm
l/kikouzu/

ka/soum
u/bousai/bousai1.

htm
l

※
携
帯
用
サ
イ
ト
は
こ
ち
ら

http://w
w
w
.tow

n.hirao.
lg.jp/m

obile/bosai/bosai.
htm
l

■
土
砂
災
害
危
険
箇
所
マ
ッ
プ

　
町
内
の
土
砂
災
害
危
険
箇
所

な
ど
を
表
し
た
地
図
で
す
。（
平

成
19
年
１
月
に
該
当
地
区
へ
配

布
し
て
お
り
ま
す
。）

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

http://w
w
w
.tow

n.hirao.
lg.jp/hom

e/htm
l/kikouzu/

ka/soum
u/bousai/kiken/

kiken.htm
l

災
害
情
報
や

避
難
所
情
報
な
ど

  

災
害
は
、「
ひ
と
ご
と
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん

  

家
の
外
の
備
え

　
大
雨
が
降
る
前
、
暴
風
が
吹
く

前
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
溝
や
排
水
口
は
掃
除
し
て
、
水

は
け
を
良
く
し
て
お
く
。

○
窓
や
雨
戸
は
し
っ
か
り
と
カ
ギ

を
か
け
、
必
要
に
応
じ
て
補
強

す
る
。

○
風
で
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
物
は
、

飛
ば
な
い
よ
う
固
定
し
た
り
、

家
の
中
へ
し
ま
っ
て
お
く
。

  

家
の
中
の
備
え

○
非
常
用
品
の
確
認　

懐
中
電

灯・携
帯
用
ラ
ジ
オ（
乾
電
池
）・

救
急
薬
品
・
衣
類
・
非
常
用
食

料
・
携
帯
ボ
ン
ベ
式
コ
ン
ロ
・

貴
重
品
な
ど 

○
室
内
か
ら
の
安
全
対
策　
飛
散

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
自
助
」

が
あ
っ
て
の
「
共
助
」
で
す
。

　
よ
り
多
く
の
人
が
安
全
を
確
保

で
き
れ
ば
救
助
や
救
護
に
か
け
ら

れ
る
人
数
も
多
く
な
り
、
結
果
と

し
て
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

も
う
す
ぐ
台
風
シ
ー
ズ
ン
で

す
。
台
風
や
大
雨
に
備
え
て
日
ご

ろ
か
ら
周
囲
を
点
検
し
、
自
分
で

改
善
で
き
な
い
も
の
は
、
専
門
業

者
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

防災・減災への取り組みを！
〜 大雨・台風への対策を行いましょう 〜

　災害はいつ起こるかわからないものです。豪雨や台風、大地震などの自然現象は、人間の力では食
いとめることはできません。しかし、日ごろの心掛けや地域での助け合いによって、災害の被害をあ
る程度防いだり、減らすことは可能です。

○
避
難
す
る
と
き
は
、
持
ち
物
を

最
小
限
に
し
て
両
手
が
使
え
る

よ
う
に
し
て
お
く
。 

  

非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備

○
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
・
食
料
品
・

医
薬
品
・
防
災
頭
巾
や
ヘ
ル
メ

ッ
ト
・
丈
夫
な
靴
・
貴
重
品
・

衣
類
・
雨
具
・
日
用
品
な
ど
（
日

用
品
：
懐
中
電
灯
・
ラ
ジ
オ
・

電
池
・
軍
手
・
ロ
ー
プ
・
マ
ッ

チ
や
ラ
イ
タ
ー
・
使
い
捨
て
カ

イ
ロ
・
マ
ス

ク
・
紙
お
む

つ
・
生
理
用

品
・
テ
ィ
ッ

シ
ュ
・
筆
記

用
具
・
厚
手

の
ゴ
ミ
袋
な

ど
）



■町役場総務課　☎（５６）７１１１
　　　　建設課　☎（５６）７１１８
■柳井地区広域消防本部【緊急時は１１９番へ】
　　　　　　　　☎（２２）００４０
■柳井警察署【緊急時は１１０番へ】
　　　　　　　　☎（２３）０１１０

  

非
常
日
用
品
の
点
検

○
非
常
持
ち
出
し
品
の
再
点
検
を

し
ま
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
赤
ち

ゃ
ん
の
い
る
家
庭
で
は
粉
ミ
ル

ク
と
お
湯
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

準
備
し
ま
し
ょ
う
。

  

避
難
の
準
備

○
避
難
勧
告
が
出
て
か
ら
あ
わ
て

な
い
よ
う
に
、
避
難
場
所
ま
で

の
道
順
や
避
難
指
示
の
伝
達
方

法
、
隣
近
所
と
の
協
力
体
制
な

ど
に
つ
い
て
、
再
度
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
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  「

大
雨
が
降
り
出
し
た
！
」「
台
風
が
接
近
し
て
い
る
！
」
と
き
は
… 

  
情
報
の
収
集

○
気
象
台
で
は
、
台
風
や
大
雨
な

ど
に
よ
り
重
大
な
被
害
が
発
生

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、

「
台
風
情
報
」「
注
意
報
・
警
報
」

を
発
表
し
ま
す
。
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

最
新
の
情
報
を
入
手
し
て
く
だ

さ
い
。

  

危
険
な
場
所
に
近
づ
か
な
い

○
豪
雨
で
増
水
し
た
小
川
や
側
溝

は
境
界
が
見
え
に
く
く
な
り
、

転
落
事
故
が
発
生
し
ま
す
。
ま

た
、
山
や
崖
崩
れ
も
起
こ
り
や

す
く
な
り
ま
す
。
日
ご
ろ
は
安

全
と
思
わ
れ
て
い
る
場
所
で
も

油
断
せ
ず
、
こ
れ
ら
の
場
所
に

は
む
や
み
に
近
づ
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

  

災
害
発
生
の
危
険
が
迫
っ
て

  

き
た
ら
…

○
町
は
、
災
害
の
危
険
が
迫
っ
た

地
域
の
住
民
に
対
し
て
「
避
難

勧
告
」
や
「
避
難
指
示
」
を
行

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
指
示
は
、

防
災
無
線
、
広
報
車
、
消
防
署

な
ど
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
ま

す
。 

○
危
険
を
感
じ
た
り
、
避
難
指
示

が
あ
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
そ

の
指
示
に
従
え
る
よ
う
準
備

し
、
あ
わ
て
ず
速
や
か
に
避
難

し
ま
し
ょ
う
。
隣
近
所
へ
も
声

を
か
け
、
特
に
お
年
寄
り
の
一

人
暮
ら
し
の
人
に
は
「
だ
い
じ

ょ
う
ぶ
で
す
か
」
な
ど
の
声
か

け
を
し
ま
し
ょ
う
。 

○
避
難
の
前
に
は
、
必
ず
火
の
始

末
を
し
ま
し
ょ
う
。 

○
避
難
の
際
の
持
ち
物
は
最
小
限

に
し
て
、背
中
に
背
負
う
な
ど
、

と
っ
さ
の
と
き
両
手
が
自
由
に

使
え
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

■
平
生
町
洪
水
避
難
地
図

　（
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
）

　

昨
年
６
月
に
大
字
平
生
町
地

区
を
中
心
と
し
た
該
当
地
区
へ

配
布
し
て
お
り
ま
す
。

■
山
口
県
土
木
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム

　

県
内
の
雨
量
、
河
川
水
位
、

土
砂
災
害
警
戒
情
報
、
気
象
情

報
な
ど
の
防
災
情
報
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
配
信
す
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。
防
災
情
報
を
登
録
者
へ

メ
ー
ル
で
自
動
配
信
す
る
サ
ー

ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

http://y-bousai.pref.
yam

aguchi.lg.jp/

※
携
帯
用
サ
イ
ト
は
こ
ち
ら

http://y-bousai.pref.
yam

aguchi.lg.jp/k/

■
下
関
地
方
気
象
台
（
気
象
庁
）

　

県
内
の
気
象
情
報
、
警
報
・

注
意
報
な
ど
が
確
認
で
き
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
は
「
山
口
県
東
部
」

あ
る
い
は
「
柳
井
・
光
地
域
」

に
対
し
て
警
報
・
注
意
報
を
発

表
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
の

５
月
27
日
か
ら
市
町
単
位
の
警

報
・
注
意
報
を
発
令
し
て
い
ま

す
。（
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど

で
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
地
域

名
で
放
送
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。）

http://w
w

w
.jm

a-net.
go.jp/shim

onoseki/
災害時の緊急連絡先など

■災害時伝言ダイヤル
　※電話が混雑して家族と連絡が取れないとき
　☎１７１
　　使い方
　メッセージを録音　１７１＋１＋自分の家の番号
　メッセージを再生　１７１＋２＋自分の家の番号

☎（５７）０
オ オ ム セ ン

０６１
※電話が混み合っている場合は、つ
ながりにくいことがあります。しば
らくしてから、おかけ直しください。
また、電話のかけ間違いにご注意く
ださい。

防災無線確認テレホン
　屋外スピーカーから放送が流れた
ようだが、聞き取れなかった ･･･、
放送をもう一度聞きたい ･･･。
　このような場合に対応するため、
「平生町無線放送確認テレホン」を
開設しています。
　電話をかけることにより、放送さ
れた内容を再度聞くことができま
す。

（※記事内イラスト：『全国消防長会』ホームページより）
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～ 深めよう　地域の絆と　防災意識 ～
防災訓練「2010 年山口県総合防災訓練 in

平生」が田名阿多田地区を主会場として開催
されます。

訓練には、公的関係機関としては県内各消
防署、陸・海・空自衛隊や、山口県警、海上
保安部などが参加、県内各種の民間団体やボ
ランティア団体・企業も訓練に参加します。
また、主会場周辺には防災関係の展示コーナ
ーを設け、防災グッズの展示や、活動紹介の
パネル展示が予定されているほか、参加者お
よび見学者のみなさんは、自衛隊による炊出
し訓練のカレーライスや赤十字奉仕団によ
る炊出し米の試食ができます。

ぜひご家族やご近所の方もお誘い合わせ
のうえ、ご来場ください。

●訓練日程
８月 29日㈰　午前８時 30分～
主会場：田名阿多田地区
※災害が発生した場合や、その恐れがある場合は、中止
されます。（中止の場合は防災行政無線でお知らせしま
す。）

●訓練想定
①	集中豪雨により平生町内に災害が発生し、平生町は午
　前８時 30分に、町内全域に避難勧告を発令。
②	午前 9時 30 分に大竹断層を震源とした震度６弱の地
　震が発生し、大きな被害を受けた。

　地震体験車（起震車）によ
る地震体験、竜巻実験機や雨
量計などの展示、自衛隊車両
展示、防災関連機器やグッズ
の展示、炊き出し炊飯（カレ
ーライス試食〈先着 800 人〉）

至柳井

至上関
神花山古墳

阿多田交流館
水産大学校

Ｐ

主会場

一般車両
駐 車 場

時間 訓　練　内　容
9：00 ～

9：20
埋没車両からの救助・救急訓練
　土砂に埋没した車両から負傷者の救助

9：20 ～
9：40

水難者救急救助訓練
　海に落ちた人の救急救助訓練

9：40 ～
10：00

倒壊木造家屋対応訓練
　倒壊した家屋から負傷者の救助

10：00 ～
10：30

多重衝突事故対応訓練
　事故により車両に閉じ込められた人の救助

10：30 ～
11：00

毒劇物災害対応訓練
　工場からの毒劇物流出を想定した対応訓練

11:00 ～
11：20

大規模火災対応訓練
　管内外消防隊・町内外消防団　合同遠距離
　送水訓練

■問合せ先

　「2010年山口県総合防災訓練in平生」
実行委員会事務局（町役場総務課内）
　☎（５６）７１１１

　８月 29 日の午前８時 30 分にサイレン吹鳴と訓練の避難勧
告を放送します。
　避難勧告の放送を合図に火の元の点検など身の回りの安全
確認と、自治会の１次避難所への徒歩での避難を開始してく
ださい。

訓練会場概要図

防災訓練（自治会避難訓練）に参加される自治会のみなさんへ

見学参加自由

展示・炊き出しエリア

主会場訓練スケジュール
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平生町総合計画審議会委員
　町内各界の代表者や、住民の中から公募で選ばれた４人のみなさんをあわせて 30 人（男性：16 人、女性：
14 人）が総合計画審議会委員に委嘱されました。

◎会長　○副会長（敬称略・五十音順）　

　７月１日、町役場で「第１回平生町総合計画審議会」が開かれました。
　この審議会は、現在町が進めている第四次平生町総合計画の策定にあたり、町
が提示した計画案を各々の立場から調査・審議するために設置されたものです。
　今回は、下記の 30 人の方々が委員に委嘱され、会長に松場義人さん、副会長
に合頭悦子さんが選ばれ、山田町長から松場会長に「第四次平生町総合計画」策
定の諮問書が手渡されました。続いて、町総合政策課から、第三次平生町総合計
画の実績と課題、住民アンケート結果などが報告されました。
　次回は、平生町の将来像、施策の体系などが審議される予定です。

わたしたちの“まちの設計図”　
「第四次平生町総合計画」の策定に向けて…

第１回平生町総合計画審議会を開催

岩本　康男（平生町観光協会 会長）
沖野　　豊（曽根地区自治会連合会 会長）
藏田千賀子（平生町食生活改善推進協議会 副会長）
小西　靖雄（平生町老人クラブ連合会 会長）
武内　尊徳（平生町民生委員児童委員協議会 会長）
中本　敦子（平生町消費者問題協議会 会長）
西村　節子（平生町母子保健推進協議会 会長）
福嶋美奈子（平生町社会福祉協議会 事務局長）
藤山美代子（民生委員・児童委員〈主任児童委員〉）

◎松場　義人（平生町文化協会 会長）
村上　敏彦（山口県漁業協同組合平生町支店 支店長）
山田紀美代（平生町「ひろげよう男と女」連絡協議会　副会長）
若山　榮治（平生町安全・安心推進協議会 委員）

▼各種団体代表者・学識経験者
伊田　親男（平生町消防団 団長）
大田　　眞（平生町体育協会 会長）
河岡啓太郎（平生町商工会 会長）

○合頭　悦子（平生町婦人会連絡協議会 会長）
高田　湧子（平生町環境衛生推進協議会 副会長）
中田　政明（平生町立平生中学校 校長）
長安　和美（子育て支援ネットワーク連絡会議 母親代表）
弘中　精一（平生町農業委員会 会長）
藤本　幸嗣（佐賀地区自治会連合会 副会長）
本摩　哲人（平生町まちづくり協議会 会長）
向井　康祐（平生町医師会 代表者）
村川　真弓（平生町ＰＴＡ連絡協議会 会長）
山田　博子（平生町ボランティアグループ連絡協議会 会長）

▼公募委員
　石川　滿代　・　大下　充億　・　辻　真由美　・　財満　宏美

■問合せ先　町役場総合政策課　☎（５６）７１２０
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◆現況届をまだ提出していない人へ
子ども手当を受けている人は、毎年６月中に「子

ども手当現況届」を提出しなければなりません。
この届は、毎年６月１日における状況を記載し、

子ども手当を引き続き受ける要件があるかどうか
を確認するためのものです。

未提出の人は、６月以降の手当が受けられなく
なりますので、至急町役場健康福祉課または佐賀
出張所へ提出してください。

なお、４月の制度改正に伴い「新規認定請求書」
を提出された人は、今年の現況届は省略されます。

『子ども手当』の手続きはお済みですか？
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■問合せ先　町役場健康福祉課 こども班　☎（５６）７１１５
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童
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当
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童
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養
手
当
の
ご
案
内

◆新規認定請求書、額改定請求書の手続きが
　まだお済みでない人へ

対象児童（中学校 3 年生までの子ども）を養育
している保護者で手続きをされていない人は、町
役場健康福祉課または佐賀出張所（公務員の人は
勤務先）で手続きを行ってください。

９月 30 日㈭が最終の提
出期限となっています。提
出期限を過ぎると、４月に
さかのぼってのお支払いが
出来なくなりますので、早
めに手続きをしてください。

山口県身体障害者
更生相談所が巡回
相 談 を 行 い ま す
　身体障害者福祉法に基づ
く専門的指導、医学的な判
定および補装具の処方など
について巡回相談が行われ
ます。　
●相談内容
　補装具（車いす、義肢、
装具、電動車イスなど身体
上の障害を補うための用具）
交付の要否判定や使用、装
着についての相談
●日時
９月３日㈮
午後１時 30 分～３時 30 分
●場所
柳井市総合福祉センター
●担当指定医師
周東総合病院
　　　村上　哲朗　先生
●申込期限
８月 26 日㈭
■申込み・問合せ先
町役場健康福祉課　社会福
祉班
☎（５６）７１１５
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■問合せ先　国勢調査平生町実施本部（町役場総合政策課内）
　　　　　　☎（５６）７１２０

http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2010/kouhou/index.htm

平成 22 年度から 26 年度まで５年
間延長された「やまぐち森林づくり県
民税」を活用した事業が、次のとおり
実施されます。

荒廃したスギ・ヒノキの人工林、繁
茂した放置竹林でお困りの方は、ご相
談ください。

10月１日、
　国勢調査を実施します！

　国勢調査については，平成 22 年国勢調査広報サイト「国勢
調査 e- ガイド」をご覧ください。■問合せ先

　岩国 ( 柳井 ) 農林事務所森林部
　☎０８２７（２９）１５６５
　町役場経済課　農林振興班
　☎（５６）７１１７

「やまぐち森林づくり県民税」
を活用した森林の整備について

なお、事業対象の森林に
は一定の基準がありますの
で、まずは、下記問い合せ
先にご連絡ください。

生まれ育ったふるさとなど、思いを寄せ
る地域を「応援したい」という気持ちを形
にすることができる「ふるさと納税制度」。
平生町もこの制度を活用し、「ふるさと平
生応援寄附金」として、平生町外の方から
の温かいご支援を随時受け付けています。

このたび、帰省シーズンを迎えるにあた
り、帰省されたご家族や親戚、お知り合い
の方に、制度をご紹介いただきますようお
願いします。

●寄附の方法

■問合せ先　町役場総合政策課　☎（５６）７１２０

「ふるさと平生応援寄附金」の紹介にご協力を
①寄附の申込み
　「寄附申込書」に必要事項を記入の上、郵送、ＦＡＸ、また
はＥメールのいずれかで町役場総合政策課へお送りください。
　「寄附申込書」は、町ホーページからダウンロードできます。
また電話で申出いただければ郵送いたします。

③寄附金の納入
　所定の金融機関でお振り込みください。

②納入のご案内
　「寄附申込書」を受付後、町から寄附金の払い込みに必要な
書類を郵送いたします。ご注意ください

　町では申し込みをいただいた方以外
に振り込みなどをお願いすることはあ
りません。「ふるさと納税」をかたっ
た寄附の強要や振り込め詐欺には十分
注意してください。

◇公益森林整備事業
　長期間放置され荒廃している 36
年生以上のスギ・ヒノキ人工林を
対象に、40％以上の強度間伐を行
います。

◇竹繁茂防止緊急対策事業
　公共施設や住宅地周辺の繁茂竹
林などを対象に、緊急的な伐採を
行います。

　調査の概要
●本年 10 月１日現在で、全国一斉に国

勢調査が行われます。
●国勢調査は、日本に住んでいるすべて

の人および世帯が対象です。
●調査結果は、各種法令に基づき利用さ

れるほか、社会福祉、雇用対策、生活
環境の整備など、私たちの暮らしのた
めに役立てられます。

　調査票の配布・回収
●９月下旬から、調査員が世帯を訪問して調査票を配布しま

す。
●記入された調査票は、封入の上調査員に渡すか、町役場に

郵送で提出してください。
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守ろう！電波のルール
　不法電波は犯罪です
　不法電波は、携帯電話やテレビ・ラジオに障害を与える
など日常生活に悪影響を及ぼします。さらには、消防・救急、
警察や列車、飛行機など人命にかかわる重要無線通信を妨
害して、わたしたちの生活を脅かします。
　守りましょう！電波利用のルール
・技適マークのついた無線機を使用しましょう
・無線機の使用には免許が必要です
・外国規格のトランシーバーは国内で使用でき
　ません
　電波法違反には罰則があります
・「不法無線局の開設」「不法電波で重要な無線

通信妨害」などの違反は、懲役または罰金に処
せられます。

　電波に関する困りごと・ご相談は下記までお
問い合わせください。
■問合せ先
　中国総合通信局　☎０８２（２２２）３３３２

突風による農業用ネット
などの飛散にご注意を !!
　近年、農業用ネットが突風で吹き飛ばさ
れ、送電線に接触したと思われる停電事故
が発生しています。
　台風シーズンに限ら
ず、農業用ネットやビニ
ールシートなど、風で飛
びやすいものについて
は、固定物にしっかりと
結びつけるなどの対策を
十分に実施されますよう
お願いします。
　鉄塔や電線に飛散物の接触を発見された
ときには、すぐに下記へお知らせください。
■問合せ先
　中国電力㈱ 周南電力所 岩国電力センター
送電課　☎０８２７（４１）１５５４

薬物乱用防止（ポスター・標語）

　山口県薬物乱用対策推進本部では、薬物乱用防
止の啓発活動の一環として、広く県民の皆様から
ポスターおよび標語を募集します。奮ってご応募
ください。
　なお、入選作品は各種行事で掲示するほか、広
報資料として随時活用することとしています。
●応募作品　薬物乱用防止（覚せい剤・大麻・シ

ンナーなど）に関するポスターおよび標語（※
未発表のものに限る）

●応募資格　県内居住者
●応募方法
◇ポスター
　・四つ切りまたはＢ３の用紙でタテ型
　・ポスターに標語は入れない
　・裏面に学校名、学年、氏名（ふりがな）〈一般

　の人は住所、氏名〉を記入
◇標語
　・学校名、学年、氏名（ふりがな）〈一般の人は

　住所、氏名〉を記入
●応募締切　９月 17 日㈮
●入賞　最優秀１点、優秀２点、佳作３点　
■応募・問合せ先
　山口県健康福祉部　薬務課
　［〒 753 － 8501　山口市滝町 1 番 1 号］
　☎０８３（９３３）３０１８

火災予防作品（防火標語）

　火災の大半がわずかな不注意により発生している
ことや高齢者が火災により多数亡くなっていること
から、豊富な人生経験と知識を活かして火災予防思
想の普及を図るため、高齢者を対象に防火標語を募
集します。
　また、防火標語を活用することによって、住民に
対する火災予防思想の啓発を図り、もって地域住民
の安心と安全に寄与することを目的としています。
●応募作品　住宅防火（特に住宅用火災警報器）、

放火火災防止、防炎エプロンの普及、その他火災
予防（山火事予防は除く）に関する標語（※自
作で未発表のものに限る）

●応募資格　柳井地区広域消防組合管内（柳井市、
平生町、上関町、周防大島町）に居住する 65 歳
以上の人

●応募方法　はがきに作品（防火標語）、郵便番号、
住所、氏名（フリガナ）、年齢、性別、電話番号
を明記のうえ、下記応募先まで郵送してください。

（※一人２点まで）
●応募締切　11 月 12 日㈮（当日消印有効）
●入賞　金賞１点（県の 2 次審査へ）、銀賞１点
■応募・問合せ先
　柳井地区広域消防組合　予防課　指導係
　［〒 742 － 0031　柳井市南町５丁目４番１号］
　☎（２３）７７７４

ポスター・標語募集

技適マーク
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暑
中
お
見
舞
い

　
　
　
　
　
　
申
し
上
げ
ま
す
。

　
南
ア
フ
リ
カ
を
舞
台
に
し
た
Ｗ
杯

サ
ッ
カ
ー
の
熱
狂
が
去
っ
て
１
カ

月
。
日
本
代
表
の
素
晴
ら
し
い
活
躍

や
、
ブ
ブ
ゼ
ラ
の
大
騒
音
、
驚
異
的

な
的
中
率
の
〝
占
い
ダ
コ
〞
な
ど
、

も
う
懐
か
し
い
思
い
出
に
な
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ

の
ア
フ
リ
カ
大
陸
初
の
大
会
を
成
功

さ
せ
た
意
義
は
、
大
変
、
大
き
な
も

の
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
私
に
と
っ
て
何
よ
り
も
嬉
し
か
っ

た
こ
と
は
、
大
会
の
閉
会
セ
レ
モ

ニ
ー
で
、
健
康
が
心
配
さ
れ
て
い
た

マ
ン
デ
ラ
元
大
統
領
が
元
気
な
姿
を

見
せ
て
く
れ
た
こ
と
で
し
た
。
カ
ー

ト
に
乗
っ
て
登
場
し
た
彼
に
対
す
る

大
観
衆
の
熱
烈
な
声
援
は
、
や
は

り
、
彼
が
こ
の
国
に
と
っ
て
特
別
な

存
在
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
ま

し
た
。

　
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
氏
。
世
界

に
類
例
の
な
い
過
酷
な
ア
パ
ル
ト
ヘ

イ
ト
（
人
種
隔
離
）
政
策
と
闘
い
、

幾
多
の
迫
害
や
弾
圧
、
27
年
間
に
及

ぶ
獄
中
生
活
に
も
耐
え
、
つ
い
に
人

種
差
別
法
撤
廃
を
勝
ち
と
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の

受
賞
、
'94
年
に
は
黒
人
初
の
大
統
領

に
就
任
。

　
私
が
お
目
に
か
か
っ
た
の
は
そ
の

直
後
、
ベ
ル
リ
ン
で
の
国
際
会
議
の

場
で
し
た
。
彼
の
長
い
苦
難
の
道
を

物
語
る
よ
う
な
顔
に
刻
ま
れ
た
深
い

シ
ワ
が
印
象
的
で
し
た
。
そ
の
際
、

多
様
な
人
種
と
文
化
が
共
存
す
る
国

造
り
へ
の
決
意
を
語
る
中
、｢

人
間

は
肌
の
色
、
宗
教
な
ど
、
違
っ
て
当

り
前
。
大
切
な
こ
と
は
そ
の
多
様
性

を
認
め
合
っ
て
価
値
を
見
い
出
し
て

い
く
こ
と｣

と
述
べ
ら
れ
た
言
葉

が
、今
で
も
鮮
明
に
甦
っ
て
き
ま
す
。

　
あ
れ
か
ら
15
年
。
彼
も
92
歳
。
ス

ポ
ー
ツ
を
国
民
統
合
の
象
徴
に
据
え

て
き
た
彼
に
と
っ
て
、
こ
の
Ｗ
杯
の

成
功
は
波
乱
に
富
ん
だ
人
生
の
中
で

も
、
最
高
の
喜
び
に
満
ち
た
瞬
間

だ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
改
め

て
、
大
会
の
成
功
を
祝
福
し
、
マ
ン

デ
ラ
氏
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
ま

す
。

　
も
う
一
つ
、
日
本
列
島
で
繰
り
広

げ
ら
れ
た
熱
い
闘
い
、
参
院
選
が
終

り
ま
し
た
。
結
果
は
民
主
党
の
惨
敗

に
よ
る
〝
ね
じ
れ
国
会
〞
の
再
現
で

す
。
先
行
き
暗
雲
が
垂
れ
込
め
る
国

会
で
す
が
、
与
党
は
こ
れ
ま
で
の
国

会
運
営
を
謙
虚
に
反
省
し
、
党
派
を

超
え
た
建
設
的
な
協
議
に
よ
っ
て
参

院
ら
し
い
新
し
い
合
意
形
成
の
仕
組

み
を
生
み
出
し
て
も
ら
い
た
い
も
の

で
す
。

　
菅
政
権
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
〝
菅

（
艱
）
難
辛
苦
〞
の
連
続
で
す
。
菅

さ
ん
は
６
年
前
か
ら
四
国
の
お
遍
路

を
始
め
、
53
番
札
所
ま
で
回
ら
れ
た

と
の
こ
と
。
今
は
き
っ
と
早
く
巡
礼

を
再
開
し
た
い
心
境
の
筈
で
す
。
な

ぜ
な
ら
、54
番
は
（
政
権
の
？
）『
延4

命4

寺
』
な
の
で
す
か
ら･･･

。
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町民課の
窓口延長サービス

●毎週金曜日、町民課の窓口は午後６時30分まで（年末年始、祝日を除く）
●交付できるもの：住民票の写し、戸籍謄抄本、印鑑登録証、印鑑証明書

　　　※戸籍について、古い戸籍（除籍・原戸籍）は除く

今
夏
の
熱
い
闘
い

　石綿による疾病は、数十年
前の仕事でも発症します。

●もう一度思い出してくだ
さい。

□過去に石綿を取り扱う仕事を
していたことがありませんか。

□過去に仕事で石綿を吸い込ん
だ可能性はありませんか。

●今、お体は大丈夫ですか。
□息切れ、せき、胸が苦しいな

どの症状が出ていませんか。
※石綿による疾病では、呼吸器

系の症状がよく現れます。
□中皮腫、肺がんなどの病気で

療養されていませんか。
※石綿を吸い込んだ人に発症す

ることのある病気です。

●ご家族などで ･･･
□中皮腫、肺がんなどで亡くな
　られた人はいませんか。

　お心当たりのある人は、最寄
りの労働基準監督署または県労
働局に、ご遠慮なくご相談くだ
さい。
　石綿による疾病と認められた
場合、労災保険給付または特別
遺族給付金を受けられる場合が
あります。
　特別遺族給付金の請求期限は、
平成 24 年３月 27 日までです。
　労災保険給付の請求について
も請求期限（時効）があります。

■問合せ先
　山口労働局
　☎０８３（９９５）０３７４

石綿による疾病に
気づいていない人
を探しています。
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思
春
期
の
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ

７
月
２
日
、
平
生
中
学
校
で
思

春
期
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
会
は
、
中
学
生
が
思

春
期
に
お
け
る
性
教
育
を
学
び
、

生
命
の
大
切
さ
や
自
他
の
尊
重
を

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
こ

の
た
び
で
16
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

講
師
は
助
産
師
の
高
杉
敏
子
さ

ん
で
、
同
じ
中
学
生
の
言
葉
や
体

験
を
交
え
た
講
話
に
、
生
徒
た
ち

は
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。

完熟トマトの収穫体験

6 月 26 日、「きてみて！ひらおの会」主
催のトマトの収穫体験が中本農園（大野南）
で行われました。
　収穫場のハウスには、大きくて真っ赤な完
熟トマトがたくさん実っていました。参加者
はもぎたてのトマトをその場で食すと、その
甘さに大変驚いた様子でした。
　また、収穫後はハートピアセンターで完熟
トマトなどを使った料理を囲み、交流を深め
ました。

園
児
が
イ
モ
の
植
え
付
け
体
験

７
月
７
日
、
や
ぶ
地
区
お
や
じ

の
会
主
催
で
、
佐
賀
保
育
園
の
園

児
14
人
が
サ
ツ
マ
イ
モ
の
植
え
付

け
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

当
初
６
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た

こ
の
催
し
は
、
雨
天
の
た
め
延
期

と
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
園

児
た
ち
は
こ
の
日
を
心
待
ち
に
し

て
い
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
に
と
っ
て
は
慣
れ
な

い
畑
仕
事
で
し
た
が
、“
お
や
じ
”

た
ち
の
や
さ
し
い
指
導
で
、
み
ん

な
楽
し
く
作
業
が
で
き
ま
し
た
。

食生活改善の新たな担い手

　７月 15 日、町保健センターで食生活改善
推進員養成講座の開講式と第１回の講座が行
われました。
　この講座は食生活を中心とした健康づくり
に関する総合的な知識と技術を習得すること
を目的としており、今回を含めて計８回で構
成されています。なお、修了者は食生活改善
推進員となり、地域住民の健康保持増進に貢
献されます。
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【平生町観光キャッチフレーズ】“キラメキの瀬戸の眺めにおいでませ　明日は歴史と会える町”

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

７
月
２
日
、
第
60
回

社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
平
生
町
推
進
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
は
、
犯
罪
や
非
行

の
な
い
明
る
い
地
域
社

会
の
構
築
を
目
的
と
し

て
、
法
務
省
が
推
進
す

る
全
国
的
な
運
動
で
、

大
会
で
は
柳
井
保
護
区

保
護
司
会
の
野
﨑
さ
ん

か
ら
町
長
に
法
務
大
臣

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

保
護
司
の
南
昌
宏
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
「
わ
た

し
が
変
わ
れ
ば
社
会
も

変
わ
る
」
と
い
う
演
題

で
の
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
７
月
５
日
か

ら
８
日
に
か
け
て
、
町

内
の
小
・
中
・
高
等
学

校
で
あ
い
さ
つ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
し
て
、
運
動

啓
発
用
テ
ィ
ッ
シ
ュ
が

配
ら
れ
、
参
加
者
は
登

校
す
る
多
く
の
子
ど
も

た
ち
と
明
る
い
あ
い
さ

つ
を
交
わ
し
ま
し
た
。

全
国
大
会
で
の
活
躍
に
期
待

７
月
13
日
、
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
（
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
）
出
場
選
手
、
７
月
16
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国

高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
出
場
者
が
町
長
室
を

訪
れ
、
激
励
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

出
場
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

●
平
成
22
年
度
全
国
高

等
学
校
総
合
体
育
大
会

・
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

　
糸
田 

寛
史

（
柳
井
高
１
年
）

・
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

　
三
宅 

弘
通

（
周
防
大
島
高
２
年
）

●
第
37
回
全
国
高
等
学

校
少
林
寺
拳
法
大
会

　
楠 

綾
音

（
柳
井
商
工
高
２
年
）

●
第
57
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全

国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス

ト
全
国
大
会

・
朗
読
部
門

　
淡
路 

歩
惟

（
熊
毛
南
高
２
年
）

・
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門

　
榊
原 

穂
香

（
熊
毛
南
高
２
年
）

・
創
作
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
部
門

　
礒
部 

美
波

（
熊
毛
南
高
２
年
）

ふ
る
さ
と
体
験
学
習

７
月
３
日
、
平
生
中

学
校
の
１
年
生
か
ら
３

年
生
ま
で
の
生
徒
が
、

地
域
の
人
た
ち
と
の
ふ

れ
あ
い
の
中
で
ふ
る
さ

と
を
体
験
す
る
、
ふ
る

さ
と
体
験
学
習
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

24
回
目
を
迎
え
る
こ

の
体
験
学
習
は
、
家
庭

教
育
学
級
も
兼
ね
て
お

り
、
保
護
者
と
生
徒
の

親
子
で
の
参
加
も
あ
り

ま
し
た
。

　

今
回
の
講
座
は
操

船
、
そ
ば
打
ち
、
海
洋

生
物
の
実
験
・
実
習
、

木
工
作
業
な
ど
全
19
種

類
で
、
学
校
の
教
室
、

佐
賀
漁
港
海
岸
、
町
内

社
会
教
育
施
設
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ど
の
講
座
を
選
択
す

る
か
は
、
学
年
ご
と
に

設
定
さ
れ
た
講
座
の
中

か
ら
、
生
徒
た
ち
が
自

ら
決
め
て
お
り
、
積
極

的
な
体
験
へ
の
取
り
組

み
が
各
講
座
で
な
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

▼

前
列
左
か
ら
礒
部
さ
ん
、
榊
原

さ
ん
、
淡
路
さ
ん

▼

前
列
左
か
ら
糸
田
さ
ん
、
三
宅

さ
ん

▼

海
洋
生
物
の
実
験
・
実
習
（
水

　
産
大
学
校
実
験
実
習
場
）

▼

そ
ば
打
ち
体
験
（
保
健
セ
ン

　
タ
ー
）

▼

７
月
２
日
、
推
進
大
会
（
町

　
役
場
）

▼

７
月
６
日
、
あ
い
さ
つ
キ
ャ

　
ン
ペ
ー
ン
（
平
生
中
学
校
）
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“
子
育
て
”
一
人
で
悩
ま
な
い
で

　
待
ち
望
ん
で
い
た
赤
ち
ゃ
ん
が
産

ま
れ
て
、
日
に
日
に
成
長
し
て
い
く

わ
が
子
の
姿
は
親
に
と
っ
て
何
よ
り

の
楽
し
み
で
あ
り
、
喜
び
で
も
あ
り

ま
す
。
成
長
の
過
程
で
身
体
の
発
育

と
と
も
に
首
が
す
わ
っ
た
り
、
笑
っ

た
り
、
お
す
わ
り
を
し
た
り
、
一
人

歩
き
を
し
た
り
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
一
方
で
は
、
な
か
な
か
泣
き
や
ま

な
か
っ
た
り
、
食
事
も
思
う
よ
う
に

食
べ
て
く
れ
な

か
っ
た
り
と
子

育
て
に
つ
い

て
、
戸
惑
う
こ

と
も
多
く
で
て

き
ま
す
。

　
子
育
て
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な

こ
と
で
思
い
あ
た
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

□
子
ど
も
を
怒
っ
て
ば
か
り
い
る

□
育
児
に
協
力
し
て
く
れ
る
人
が

い
な
い

□
子
ど
も
に
関
心
が
も
て
な
い

□
育
児
に
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
つ
ら

い
と
感
じ
る
こ
と
が
多
い

□
子
ど
も
を
叩
き
た
く
な
っ
た
り

す
る
こ
と
が
あ
る

□
悩
み
を
相
談
す
る
人
が
い
な
い

□
毎
日
の
生
活
や
育
児
が
楽
し
く

な
い

□
育
児
に
つ
い
て
夫
婦
や
家
族
で

意
見
が
合
わ
な
い　

　
子
育
て
は
、
こ
う
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
誰
か
に
手
伝
っ
て
ほ
し
い
こ
と

や
ど
う
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い

と
き
に
は
、
家
族
や
身
近
な
地
域
の

人
、
左
記
相
談
機
関
な
ど
に
ま
ず
相

談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
不
安
や
悩
み

は
人
に
相
談
す
る
こ
と
で
少
し
で
も

解
消
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

No.590

　にらはゆでると甘みが増し、和えものやお浸しに
もおすすめです。

《材　料》　４人分

《作り方》

三色野菜の和えもの

①にらは４㎝長さに切り、にんじんはせん切りにす
る。

②なべに湯を沸かし、沸騰したらもやしとにんじん
を入れ、最後ににらを加えてさっとゆでてざるに
あげる。

③あら熱がとれたら水気を絞る．
④ A をよく混ぜ合わせて和える。

にら　　　　　１００ｇ
にんじん　　　　８０ｇ
もやし　　　　　　 1袋

おろししょうが　１０ｇ
おろしにんにく　１/2片
すりごま ( 白 )　大さじ１
しょうゆ　　 　大さじ１
ごま油　　　 　小さじ２

Ａ

　熱中症かなと思ったら
●涼しい場所へ移動する 
●衣類をゆるめて休む 
●体を冷やす　氷や冷たい水で
ぬらしたタオルを手足に当てる。 
●水分を補給する※　少しずつ何
回にも分けて補給する。

熱中症にご注意を！
　熱中症にならないために
●体調を整える　睡眠不足や風邪気味など、体調の
悪いときは暑い日中の外出や運動は控えましょう。 
●服装に注意　通気性のよい服を着て、外出時には
帽子や日傘を使用しましょう。 
●こまめに水分補給※　「のどが乾いた」と感じたと
きには、すでにかなりの水分不足になっていること
が多いものです。定期的に少しずつ補給しましょう。
●年齢を考慮する　発育途中の子どもや高齢者は熱
中症にかかりやすいので、予防を心がけましょう。

※水分の補給には 0.1％程度の塩水、またはスポーツ
ドリンクがオススメです。

症状が重い・改善しないときはすぐに救急車を！

子育て相談機関（電話）一覧表
相談先 電話番号 相談できる時間

保護者ふれあいテレホン 083（ 987 ）1243 ※

月～金曜日（祝日を除く）
８：30 ～ 17：15

※は火 ･ 木曜日が
８：30 ～ 21：00

こどもふれあいテレホン 083（ 987 ）1241 ※

岩 国 児 童 相 談 所 0827（ 29 ）1513
柳 井 健 康 福 祉 セ ン タ ー （２２）３６３１
平 生 町 教 育 委 員 会 （５６）６０８３
子 育 て 支 援 セ ン タ ー （５６）２４４６
平 生 中 央 児 童 館 （５６）１１５０
平 生 町 健 康 福 祉 課 （５６）７１１５
平 生 町 保 健 セ ン タ ー （５６）７１４１

〔　　　　〕
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平生町生涯学習推進マスコット
「マナビット」

No.180

８月 ･･･23日㈪、30日㈪、31日 ( 火／月末整理日 )
９月 ･･･ ６日㈪、12日 ( 日／臨時休館 )、13日㈪

《一般書》

《児童書》

終わらざる夏　上・下
浅田　次郎　著

老猿
藤田　宜永　著

銀狼王
熊谷　達也　著

静けさを残して鳥たちは
片山　恭一　著

はなかっぱのだいぼうけん
あきやまただし　著

はじめてのもり
たかすかずみ　絵

ふしぎなヨットのかいぞくやまねこ
斉藤　洋　作

小さな王さまとかっこわるい竜
なかがわちひろ　作

中学生 eco の自由研究
ガリレオ工房編著

寂聴辻説法
瀬戸内寂聴　著

　図書の一部を紹介します。

新着図書の紹介

休館日

図書館
だより

子育てハッピーアドバイス
大好き！が伝わるほめ方・叱り方

明橋大二著（１万年堂出版）
　ほめ方が上手になれば、それだけ
で叱ることが減ってくる。子育て
が楽になる！
子ど もの上
手なほめ方・
叱り方を、マ
ンガやイラス
トで具体的に
アドバイスす
る。

平生図書館　☎（56）2310
【開館時間】午前９時～午後５時15分図書館

だより

※読書感想文・読書感想画の本が入っておりますのでご利用ください。

な
ぜ
義
務
化
さ
れ
る
の
？

　

近
年
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者

が
全
国
的
に
増
え
て
お
り
、
毎
年

１
０
０
０
人
以
上
の
人
が
亡
く
な

る
と
い
う
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

住
宅
火
災
で
亡
く
な
っ
た
人
の

う
ち
約
6
割
は
「
逃
げ
遅
れ
」
が

原
因
で
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

早
く
火
災
の
発
生
に
気
付
け
た
ら

助
か
っ
た
、
と
い
う
人
も
多
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
実
情
を
踏
ま
え
、

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
の
低
減

を
目
標
に
、
す
べ
て
の
住
宅
に
火

災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ど
こ
に
つ
け
る
の
？

①
寝
室

②
階
段
（
左
表
参
照
）　

③
廊
下
（
１
つ
の
階
に
四
畳
半[

７
㎡]

以
上
の
部
屋
が
５
部
屋
以

上
あ
る
場
合
の
み
）

の
位
置
に
設
置
し
ま
す
。

天
井･･･

警
報
器
の
中
心
を
壁
や

梁は
り

か
ら
60
㎝
以
上
、
エ
ア
コ
ン

な
ど
の
噴
出
し
口
か
ら
１・５
ｍ

以
上
離
し
て
取
り
付
け
ま
す
。

壁･･･

警
報
器
の
中
心
が
天
井
か

ら
15
～
50
㎝
の
範
囲
に
あ
る
よ

う
に
取
り
付
け
ま
す
。

ど
こ
で
買
え
る
の
？

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
や
電
気
店
な
ど
で
購

入
で
き
ま
す
。
基
本
的
な
機
能
を

備
え
た
も
の
で
は
３
０
０
０
～

５
０
０
０
円
ぐ
ら
い
の
も
の
が
よ

く
売
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
購
入
の
際
に
は
、
Ｎ
Ｓ

マ
ー
ク
付
き

製
品
（
日
本

消
防
検
定
協

会
の
検
定
合

格
品
）
を
推

奨
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　

柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合　

予

防
課　
☎
（
２
３
）
７
７
７
４

　

町
役
場
総
務
課　

地
域
安
全
班

　
☎
（
５
６
）
７
１
１
１

も
う
付
け
ま
し
た
か
？

　
　「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」

　
町
役
場
総
務
課

階段への設置義務早見表

住宅の
階　数

寝室の
ある階

階段取り付け
場所

１階建て １階 階段には設置
義務なし

２階建て

１階のみ

２階のみ 階段の２階部
分天井１階と２階

※
そ
の
他
詳
し
く
は
柳
井
地
区
広

域
消
防
組
合
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

取
り
付
け
方
法
は
？

　

火
災
警
報
器
は
ネ
ジ
や
く
ぎ
を

使
い
、
天
井
ま
た
は
壁
に
取
り
付

け
ま
す
。（
配
線
工
事
な
ど
が
必
要

な
機
種
も
あ
り
ま
す
。）

　

義
務
化
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

煙
式
の
警
報
器
に
つ
い
て
は
、
次

ＮＳマーク

　
消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
平

成
23
年
６
月
１
日
ま
で
に
、
す

べ
て
の
住
宅
に
火
災
警
報
器
の

設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
早
め
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。



●戻します詐欺（還付金等詐欺）
　ＮＴＴや電力会社職員を装
い、｢ 手続きをすればお金が
戻る！ＡＴＭまで行ったら電
話して欲しい。」と電話をか
け、ＡＴＭから現金を振り込
ませる。
●貸します詐欺（融資保証金詐欺）
　インターネットの広告を見
て、融資を申し込んだ相手に
「後で返すので、保証金を先
に振り込んで欲しい。」と説
明し、現金を振り込ませる。

振り込め詐欺にご用心！

（平成22年「交通安全年間スローガン」）

平成22年８月号　広報ひらお 14

　購入して数回しか着ていないセーターをクリーニングに出し
たところ、変色してしまいました。弁償してもらえるのでしょ
うか。

　事故原因がクリーニング業者にある場合は、「クリーニング
事故賠償基準」によって損害を賠償するよう定められています。
　この基準を参考に相手方と交渉しましょう。

　一般的に、クリーニングでトラブルが生じた場合、「クリーニン
グ事故賠償基準」を参考に当事者間の話し合いで解決します。この
基準は、全国クリーニング環境衛生同業組合連合会が、クリーニン
グ事故が起きた場合、消費者に対して補償するために定めた基準で
す。この基準が適用されるのは、「 S マーク」「 LD マーク」の表示
のある店ですが、表示のない店であっても、この賠償基準を目安に
交渉するとよいでしょう。ただし、消費者が洗濯物を受け取ってか
ら6カ月、または事業者が洗濯物を預かってから1年を過ぎると補
償が受けられなくなります。
　クリーニングによるトラブルにあわないためには、出す前に破れ
やほつれを繕う、受け取るときにその場で仕上がり具合を確認する
など、消費者側の注意も必要です。また、持ち帰ったら、すぐに袋
から取り出し、風通しのよい場所で乾燥させてから保管しましょう。

◆◇ワンポイント◇◆

相　

談

ア
ド
バ
イ
ス

【交通安全標語】 点 滅 だ 　 渡 ら ず 止 ま れ が 　 合 い言葉

振り込め詐欺は、昨年に比べ減少傾向
ですが、次のような手口によるものが、
依然として発生しています。

不審な電話などがあった場合は、すぐ
に警察に連絡してください！

クリーニングのトラブルについて

●支払え詐欺（架空請求詐欺）
　コミュニティサイト上に、
「私のブログを見て」と書き
込みをし、ブログ閲覧料とし
てお金を要求する。
●なりすまし詐欺（オレオレ詐欺） 
　警察官などを装い、 「銀行
からデータが流出した！キャ
ッシュカードを交換する暗証
番号を教えて欲しい。」と電
話をかけ、カードをだまし取
って、銀行口座から現金を引
き出す。



休日や平日夜間の医療案内

■柳井地域休日夜間応急診療所
　　　柳井市中央１丁目５番３号
　　　☎（２２）９００１（下記診療時間内）

◇診療は、あくまで応急的診療であり、専門的な診
療は受けられない場合があります。

平成22年８月号　広報ひらお15

〔ミュージックチャイムの曲名〕
　６：00　かもめの水兵さん　　12：00　平生町の歌　　17：00　夕やけこやけ

柳井健康福祉センター相談日
　〔柳井市古開作／☎（２２）３６３１〕
●Ｂ・Ｃ型肝炎検査《要予約（前日まで）》
　９月８日㈬ 10：00～11：00
●骨髄バンク登録受付（検査）《要予約（前日まで）》
　９月８日㈬ ９：00～10：00
●ＨＩＶ抗体検査《要予約（前日まで）》
　※当日検査結果がわかります
　９月８日㈬ 　14：00～16：00、17：00～19：00
●思春期・ストレス相談《要予約（前日まで）》
　８月27日㈮ 10：00～15：00
●心の健康相談《要予約（１週間前まで）》
　９月21日㈫ 13：00～14：00

受付時間
毎日 午後７時～11時

☎ #8000　または　☎083（921）2755（携帯電話も可）

山口県精神科
救急情報センター

☎ 0836（58）4455（24時間対応）

こころの救急電話相談

内容：精神病、うつ病など、こころの病気による混
乱した言動・ひきこもり・自殺願望など

内容：15歳未満の子どもの急患や疾病に関すること

　県では、労働問題に精通した専門相談員が応対
する「労働ほっとライン」を開設しています。
●日時
　月～土曜日（祝日、年末年始を除く）
　午前９時～午後６時
●相談受付電話番号

　☎ ０８３（９３３）３２３２
●相談内容
　賃金、セクハラ、休暇、残業、
解雇など各種の労働相談
●相談員　社会保険労務士
●相談料　無料
■問合せ先
　山口県労働政策課
　☎０８３（９３３）３２１６

小児救急電話相談

発生件数 死者
（人）

傷者
（人）人身 物損

管　内
平生町内

（６月）資料：柳井警察署
月間交通事故発生状況

火　災 救急
建物 山林 その他

管　内
平生町内

（６月）資料：柳井地区広域消防組合
月間火災･救急発生状況

まちの人口
６月30日現在の住民
基本台帳記載人口。
（　）内は前月対比。

世帯数
人　口
うち男
　　女

5,526
13,097
6,237
6,860

世帯
人
人
人

(＋　2 )
( －１６)
( －　9 )
( －　7 )

23
2
133
11

0
0
30
2

1
0

0
0

5
1
259
24

場所：イズミゆめタウン柳井　２階ベビー服売り場前
日時：８月21日㈯　午前10時～12時
内容：血圧測定、体重 ･ 体脂肪測定、健康相談、
　　　乳児 ･ 育児相談など

山口県看護協会柳井支部「まちの保健室」

☆完納で育てよう明るい平生町☆

今月の納税【８月】 納期限８月 31日
町県民税　　　　　　　第２期
国民健康保険税　　　　第２期
介護保険料　　　　　　第２期
後期高齢者医療保険料　第２期

◎便利な口座振替も利用できます◎
問合せ先　（町税）町役場税務課　☎（56）7114

（介護保険料）健康福祉課　☎（56）7115
（後期高齢者医療保険料）町民課　☎（56）7113

休日や平日夜間の医療案内

■柳井地域休日夜間応急診療所
　　　柳井市中央１丁目５番３号
　　　☎（２２）９００１（下記診療時間内）

◇診療は、あくまで応急的診療であり、専門的な診
療は受けられない場合があります。

労働問題でお困りの人へ
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試
験
・
募
集

講
座
・
講
習

＜ 以下は広告欄です ＞

　広報ひらおでは、広告掲載事業による有料広告を掲載しています。

自
衛
官
等
募
集

●
募
集
種
目
／
応
募
資
格

①
防
衛
大
学
校
学
生
（
推
薦
・
一
般
）

②
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
③
航
空
学

生
［
海
・
空
］
／
高
卒
（
見
込
み
含
む
）

21
歳
未
満

④
看
護
学
生
／
高
卒
（
見
込
み
含
む
）

24
歳
未
満

⑤
一
般
曹
候
補
生
⑥
自
衛
官
候
補
生

（
男
子
・
女
子
）
／
18
歳
以
上
27
歳
未

満⑦
高
等
工
科
学
校
生
徒
［
陸
］（
男

子
）
／
中
卒
（
見
込
み
含
む
）
17
歳

未
満

平
成
22
年
度
就
学
義
務
猶
予
・
免
除

者
等
の
中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

　

こ
の
試
験
は
、
病
気
な
ど
や
む
を

得
な
い
事
由
に
よ
り
、
就
学
義
務
を

猶
予
ま
た
は
免
除
さ
れ
た
人
な
ど
に

対
し
、
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が

あ
る
か
ど
う
か
を
認
定
す
る
た
め
に

国
が
行
う
も
の
で
、
合
格
者
に
は
高

等
学
校
の
入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま

す
。

●
試
験
期
日　
11
月
２
日
㈫

●
試
験
場
所　
山
口
県
教
育
庁

●
試
験
科
目　
国
語
、
社
会
、
数
学
、

理
科
、
外
国
語
（
英
語
）

●
願
書
受
付
期
間

　
８
月
20
日
㈮
～
９
月
７
日
㈫

■
問
合
せ
先

　
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
☎
（
５
６
）
６
０
８
３

　

消
防
法
で
は
、
一
定
量
以
上
の
危

険
物
（
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
な
ど
）
を

取
り
扱
う
施
設
に
は
、
危
険
物
取
扱

者
を
置
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
試
験
種
類
／
場
所　

危
険
物
取
扱

者
試
験
（
甲
種
・
乙
種
・
丙
種
）
／

県
内
各
市
（
柳
井
市
で
は
「
乙
種
第

４
類
」
の
試
験
あ
り
）

●
試
験
日　
11
月
21
日
㈰

●
受
験
資
格　

甲
種
以
外
は
誰
で
も

受
験
で
き
ま
す

●
受
付
期
間　

９
月
３
日
㈮
～
16
日

㈭◇
準
備
講
習
会
（
定
員
40
人
）

●
対
象　
乙
種
第
４
類
受
験
者

●
日
時　
10
月
28
日
㈭
、
29
日
㈮

●
場
所　
柳
井
市
文
化
福
祉
会
館

●
受
講
料　

危
険
物
安
全
協
会
会
員

５
５
０
０
円
、
非
会
員
８
５
０
０
円

■
問
合
せ
先

　

柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合
消
防
本

部
予
防
課

　
☎
（
２
３
）
７
７
７
４

危
険
物
取
扱
者
試
験

山
口
県
職
員
採
用
試
験

●
試
験
区
分
／
受
験
資
格

①
短
大
卒
業
程
度
（
小
・
中
学
校
栄

養
士
）
／
昭
和
60
年
４
月
２
日
～
平

成
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
で
栄

養
士
の
免
許
を
有
す
る
人
ま
た
は
平

●
対
象　

雇
用
・
就
業
を
希
望
す
る

60
歳
代
前
半
層
の
人

●
期
間　

9
月
21
日
㈫
～
10
月
1
日

㈮
※
土・日・祝
日
を
除
く
8
日
間（
午

前
10
時
～
午
後
5
時
）

●
場
所　
柳
井
市
文
化
福
祉
会
館　

●
内
容　

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
操
作
お

よ
び
日
次
・
月
次
・
決
算
処
理
の
習
得

●
受
講
料　
無
料

●
募
集
人
員　

20
人
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

●
申
込
期
限　
9
月
6
日
㈪

■
申
込
み
・
問
合
せ
先　

㈳
山
口
県

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

シ
ニ
ア
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
・
会
計
補
助
講
習

成
23
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
す
る

見
込
み
の
人

②
高
校
卒
業
程
度（
事
務
、警
察
事
務
、

土
木
、
小
・
中
学
校
事
務
）
／
平
成

元
年
４
月
２
日
～
平
成
５
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
人

●
申
込
受
付
期
限　
８
月
27
日
㈮（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
８
月
20
日
㈮
）

●
第
１
次
試
験
日　
９
月
26
日
㈰　

■
問
合
せ
先

　
山
口
県
人
事
委
員
会

　
☎
０
８
３
（
９
３
３
）
４
４
７
４

親
子
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い

●
日
時　
10
月
16
日
㈯

●
内
容　

海
峡
ド
ラ
マ
シ
ッ
プ
・
海

響
館
バ
ス
ツ
ア
ー

●
対
象　

県
内
在
住
の
母
子
・
父
子

家
庭
の
親
と
子
（
年
長
以
上
）

●
募
集
人
数　
親
子
で
40
人
程
度

●
参
加
費　

１
人
に
つ
き
中
学
生
以

上
２
２
０
０
円
、
小
学
生
以
下

１
４
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）

●
乗
降
場
所　

山
口
県
母
子
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
山
口
市
）、
新
山
口
駅
前

●
申
込
締
切　

９
月
15
日
㈬
（
申
込

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
山
口
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
３
（
９
２
３
）
２
４
９
０

●
受
付
期
間　

①
（
推
薦
）
９
月
６

日
～
９
日
、
①
（
一
般
）
②
④
９
月

６
日
～
10
月
１
日
、
③
⑤
⑥
（
女
子
）

８
月
１
日
～
９
月
10
日
、
⑥
（
男
子
）

年
間
を
通
じ
て
、
⑦
11
月
１
日
～
１

月
７
日

◇
募
集
説
明
会
（
随
時
）

平
日　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
６
時

■
説
明
会
場
お
よ
び
問
合
せ
先

　

自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
柳
井

地
域
事
務
所
（
柳
井
市
南
町
３
丁
目

８

－

４
）

　
☎
（
２
２
）
８
１
９
９
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司
法
書
士
サ
ラ
金
・
ヤ
ミ

金
無
料
電
話
相
談
会

●
日
時　

９
月
４
日
㈯　

午
前
10
時

～
午
後
４
時

●
相
談
受
付
電
話
番
号

　
☎
０
１
２
０
（
０
０
３
）
８
２
１

●
相
談
内
容

　

消
費
者
金
融
・
信
販
会
社
・
銀
行

な
ど
へ
の
返
済
で
お
困
り
の
人
に
、

債
務
整
理
手
続
や
司
法
書
士
事
務
所

の
紹
介
な
ど
、
問
題
解
決
に
向
け
て

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

■
主
催
お
よ
び
問
合
せ
先

　
山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会　

　
相
談
会
担
当

　
☎
０
８
３
（
２
３
４
）
１
３
７
４

海
上
自
衛
隊
岩
国
航
空
基
地
祭

●
日
時　

９
月
19
日
㈰　

午
前
９
時

～
午
後
４
時

●
場
所　
海
自
岩
国
航
空
基
地

●
内
容　

体
験
搭
乗
（
※
事
前
応
募

抽
選
）、
航
空
機
展
示
、
フ
ァ
ン
シ
ー

ド
リ
ル
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験
、

お
お
す
み
型
輸
送
艦
一
般
公
開
な
ど

■ 

応
募
・
問
合
せ
先

安
全
衛
生
講
習
会

◇
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習

●
日
程
（
場
所
）

・
学
科　

９
月
２
日
㈭
（
ホ
テ
ル
松

原
屋
）

・
実
技　

９
月
３
日
㈮
～
15
日
㈬
の

内
３
日
間
（
Ｋ
Ｙ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
㈱ 

玉
鶴
工
場
）

◇
玉
掛
け
技
能
講
習

小
型
船
舶
操
縦
免
許
更
新
講
習

●
日
時　

９
月
４
日
㈯　

受
付　

午

後
５
時
30
分
～
（
事
前
の
申
込
は
不

要
で
す
）
講
習
開
始　
午
後
６
時
～

●
場
所　
中
央
公
民
館

●
持
参
品

　

認
印
（
失
効
ま
た
は
再
交
付
の
場

合
）、
※
本
籍
地
記
載
の
住
民
票
、
写

真
２
枚
（
４・５
㎝
×
３・５
㎝
）、
免

許
証
、
※
更
新
中
免
許
証
を
使
用
さ

れ
る
人
は
免
許
証
の
コ
ピ
ー
、
※
再

交
付
の
場
合
は
運
転
免
許
証
の
コ
ピ

ー
、
近
視
の
人
は
メ
ガ
ネ
な
ど
、
筆

記
用
具

※
コ
ピ
ー
は
顔
が
確
認
で
き
る
も
の

●
受
講
料
（
郵
送
料
含
む
）

　
小
型
・
更
新
：
７
９
０
０
円
、

　
失
効
：
１
６
５
０
０
円

■
問
合
せ
先

　

㈶
日
本
船
舶
職
員
養
成
協
会
中
国

支
部

　
☎
０
８
２
（
２
５
４
）
３
４
１
７

司
法
書
士
無
料
成
年
後
見
相
談
会

●
訪
問
相
談
日
（
要
予
約
）　
９
月
１

日
㈬
～
９
月
30
日
㈭

●
予
約
受
付
期
間　

８
月
23
日
㈪
～

９
月
24
日
㈮
※
土・日・祝
日
を
除
く

●
相
談
内
容

　

成
年
後
見
に
関
す
る
相
談
（
財
産

管
理
、
身
上
監
護
を
中
心
に
高
齢
者
、

障
害
者
が
抱
え
る
問
題
全
般
）

■
主
催
お
よ
び
予
約
・
問
合
せ
先

　

㈳
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ

ル
サ
ポ
ー
ト
山
口
支
部

　
☎
０
８
３
（
９
２
４
）
５
２
２
０

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

２
０
１
０
in
山
口

　

会
場
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
を
行

い
、
小
児
が
ん
の
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
、
医
療
機
関
や
関
係
団
体
へ
寄

付
し
ま
す
。

●
日
時　

８
月
25
日
㈬　

午
後
６
時

30
分
～

●
会
場　
周
南
市
文
化
会
館

●
主
催　

が
ん
対
策
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
山
口
県
・
ア
フ
ラ
ッ
ク
）

●
参
加
料　
無
料

●
出
演　

早
見
優
、
タ
イ
ム
フ
ァ
イ

ブ
、
よ
り
子

■ 

応
募
・
問
合
せ
先

　
ア
フ
ラ
ッ
ク
山
口
支
社

　
☎
０
８
３
４
（
２
２
）
５
６
２
３

●
日
時
／
内
容

　

９
月
４
日
㈯　

午
前
８
時
50
分
～

午
後
０
時
20
分
（
体
育
館
の
み
一
般

公
開
）
／
ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど

　

９
月
５
日
㈰　

午
前
８
時
50
分
～

午
後
２
時
10
分
／
ス
テ
ー
ジ
発
表
、

模
擬
店
な
ど

■
会
場
お
よ
び
問
合
せ
先

　
山
口
県
立
熊
毛
南
高
等
学
校

　
☎
（
５
６
）
３
０
１
７

熊
南
祭
（
ゆ
う
な
ん
さ
い
）

小
学
生
サ
ッ
カ
ー
教
室

●
主
催

　
広
島
広
域
都
市
圏
形
成
懇
談
会

●
日
時　
９
月
23
日
㈭

　

小
学
３・
４
年
生
の
部　

午
前
11

時
～
12
時
30
分

　

小
学
５・
６
年
生
の
部　

午
後
１

時
30
分
～
３
時　

●
会
場　
三
原
運
動
公
園
（
広
島
県
）

●
対
象　

圏
域
内
の
小
学
３
年
生
か

ら
６
年
生
ま
で
※
男
女
の
別
、
経
験

の
有
無
を
問
わ
な
い

●
募
集
人
数　
小
学
３・４
年
生
、
小

学
５・
６
年
生　

各
１
０
０
人　

※

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
講
師　

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
の

コ
ー
チ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ

●
内
容　

基
礎
的
な
練
習
、
ミ
ニ
ゲ

ー
ム

●
参
加
費
／
持
参
物

　
無
料
／
運
動
が
で
き
る
服
装
・
靴

■
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

広
島
市
役
所
企
画
調
整
部
内
・
広

島
広
域
都
市
圏
形
成
懇
談
会
事
務
局

　
☎
０
８
２
（
５
０
４
）
２
０
１
４

　
岩
国
航
空
基
地
広
報
室

　

☎
０
８
２
７
（
２
２
）
３
１
８
１

（
内
線
６
２
３
２
）

●
日
程
（
場
所
）

・学
科　
９
月
14
日
㈫
、
15
日
㈬
（
ホ

テ
ル
松
原
屋
）

・
実
技　

９
月
16
日
㈭
～
21
日
㈫
の

内
１
日
（
Ｋ
Ｙ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
㈱ 

玉

鶴
工
場
）

■
問
合
せ
先

　
㈳
山
口
県
労
働
基
準
協
会
下
松
支
部

　
☎
０
８
３
３
（
４
１
）
３
５
１
０

　
☎
０
８
３
（
９
２
１
）
６
０
７
０
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(日)

(土)

(水)

(月)

(火)

(水)

(木)

(日)

(土)

(金)

(木)

(金)

(月)

(火)

(水)

(日)

(月)

(月)

(金)

(土)

(金)

(木)

(水)

(火)

(木)

(水)

(火)

(土)

(日)

(月)

(火)
15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

28

29

27

26

25

24

23

22

20

19

18

16

17

21

31

30

※予定表ですので、日時・場所の変更がある場合もあります。

8　　月 9　　月

もの忘れ相談（13：30／ふれあいまちづくりセンター〈あいあむ〉）

あすなろ会〈介護者家族の会>（13：00／ふれあいまちづくりセンター〈あいあむ〉）

母親学級（10：00／保健センター）

保健センター開放日（9：30）

育児学級〈大野・曽根・佐賀地区〉（10：00／保健センター）

マロニエ会（９：３０／保健センター）

マロニエ会（９：３０／保健センター）

３歳児健康診査(13：30／保健センター)

胃がん・大腸がん検診（７：３０／大野コミュニティセンター）

育児学級〈平生地区〉（10：00／保健センター）

こころの健康相談・いこいの場（13：30／保健センター）
胃がん・大腸がん検診（７：３０／曽根公民館）

胃がん・大腸がん検診（７：３０／佐賀公民館）

胃がん・大腸がん検診（７：３０／保健センター）

胃がん・大腸がん検診（７：３０／保健センター）

胃がん・大腸がん検診（７：３０／保健センター）

マロニエ会（９：３０／保健センター）
こころの健康相談・いこいの場（13：30／保健センター） ひらお読書会（13：30／平生図書館）

古文書輪読会（９：45／平生図書館）

朗読ボランティアつゆくさの会（10：00／平生図書館）

貝同定会（13：30／平生図書館）

おひざにだっこの会（10：30／平生図書館）

体育館開放日（午前中）

体育館開放日（午前中）

エコバッグづくり（10：00／中央公民館）

まちむら地区盆踊り大会（19：00／中央公民館前広場）

親しみトーク【町長と語る日】（18：00／町役場町長室）

人権行政相談（10：00／中央公民館、13：00／佐賀公民館）

《８月16日〜９月15日》

平生町民憲章
　わたくしたち　平生町民は、ふるさとの美しい自然と歴史をうけつ
ぎ、明るく住みよいまちづくりを目指して、次のことに努めます。
　わたくしたち　平生町民は
1　自然を大切にし　環境をととのえ　美しいまちをつくります
1　スポーツに親しみ　きまりを守り　健やかなまちをつくります
1　思いやりと　感謝の心をもち　温かいまちをつくります
1　勤労をとうとび　活力にみちた　豊かなまちをつくります
1　文化を創造し　若い力を育て　伸びゆくまちをつくります　

「広報ひらお」は、環境に配慮した再生紙を使用しています。

平
生
中
学
校
１
年　

宮
本
朋
弥

平
生
中
学
校
３
年　

岩
木
夏
月

「
す
こ
や
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
」

ポ
ス
タ
ー
・
標
語

標
語
最
優
秀
作
品

ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
作
品

守
り
ま
し
ょ
う

　
　
街
の
ル
ー
ル
と

　
　
　
　
家
庭
の
ル
ー
ル

※
学
校
名・学
年
は
受
賞
時（
平
成
21
年
度
）の
も
の
で
す
。


